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 お わ り に
　以上、絵図などの史料の分析によって、淨
住寺は、叡尊教団の末寺のうち山城国内で筆
頭の直末寺であり、文永期に真言堂（光明院）
で光明真言会が開かれ、弘安六（1283）年十
月には戒壇が設けられるなど、関東の中心寺
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院極楽寺をしのぐ待遇がなされていた。それ
ゆえ、淨住寺は、叡尊教団の中で、叡尊生存
中は西大寺に継ぐ寺格の寺であったと推測さ
れる。その地理的位置は、丹波へ向かう唐櫃
越えの入り口近くに立地し、中世都市京都の
入り口を押さえていた点も大いに注意される
必要がある。また、他の律寺と同様に平安京
の葬送を担当し、川の管理にも関わっていた
ようである。
――――――――――――――――――――
＊1　2001年から2005年までの研究は追塩千尋
「中世西大寺流関係文献目録稿（補遺及び続編）」
『北海学園大学人文論集』34，2006によって知ら
れる。それ以前は、佐伯俊源「南都西大寺史関係
文献目録稿」『戒律文化』創刊号、2002など参照。
なお、叡尊教団については、松尾剛次編『叡尊・
忍性』吉川弘文館、2004、『忍性』ミネルヴァ書
房、2004など参照。
＊2　田中久夫『鎌倉仏教雑考』思文閣出版, 1982。
鉄牛道機については榊原直樹「大慈普応禅師鉄牛
道機大和尚三百年大遠忌講演要旨」（『黄檗文華』
119、1998・1999）が参考になる。
＊3　細川涼一校注『感身学正記　１』（平凡社、
1999）、258・259頁。細川『中世の律宗寺院と民
衆』（吉川弘文館、1987）、18－20頁。
＊4　追塩千尋著『中世南都の僧侶と寺院』（吉川
弘文館、2006）、240－279頁。史料としては、元
興寺文化財研究所編『平成二年度中世民衆寺院の
研究調査報告書　２』（元興寺文化財研究所、平
成３）も参考になる。
＊5　追塩＜前注（4）＞240頁。
＊6　拙著『勧進と破戒の中世史』（吉川弘文館、
1995）所収「西大寺末寺帳考」131頁。
＊7　拙稿「西大寺末寺帳考」＜前注（6）＞143頁。
＊8　別稿「東山太子堂考」を用意している。
＊9　もっとも、弘安三年の西大寺西僧房建造に
際しての寄付額は、法華寺（七十五貫）、鎌倉極
楽寺（七十貫）、般若寺（五十貫）、淨住寺（三十
五貫）で、その段階では、教団内全体での寄付額
順位では四番目である（『西大寺叡尊伝記集成』
法蔵館、1977、386頁）。淨住寺の経済基盤は史
料が少ないので明確ではない。山城国愛宕郡八坪
七段（『大徳寺文書一』162号文書）、山城国紀伊
郡二十二坪二段（東寺百合文書り291）などを保
有していたことがわかるが、新史料の発見が待た
れる。おそらく全国的規模で所領を有していたで
あろう。
＊10　『金剛仏子叡尊感身学正記』弘長元年條
（『西大寺叡尊伝記集成』＜前注（9）＞29頁）参照。
＊11　細川『感身学正記　1』＜前注（3）＞258頁。
＊12　正応二年七月日付某申状（『鎌倉遺文』二
二所収、一七〇八五号文書）。
＊13　『東寺百合文書』ケ59－62＜『大日本史料』
６－５、334頁＞。
＊14　『西大寺叡尊伝記集成』＜前注（8）＞271頁。
＊15　追塩＜前注（4）＞265頁では、良忍が第二
代長老であるにせよ、実質的初代長老であったと
する。
＊16　拙著『日本中世の禅と律』（吉川弘文館、
2003）所収「授菩薩戒弟子交名」71頁に「大和
国人　道順渕禅房」と見える。
＊17　西大寺光明真言会については、拙稿「西大
寺光明真言過去帳の紹介と分析」『日本社会にお
ける仏と神』（吉川弘文館、2006）、佐伯峻源「西
大寺の光明真言会」『近畿文化』683、2006など
参照。
＊18　たとえば、自誓受戒の同志の一人である尊
性房円晴は、『律苑僧宝伝』によれば仁治二
（1241）に死去したが、「西大寺光明真言過去帳」
では、 建長元（1249）年に死去した、叡尊の盟
友覚盛よりも後に記されている（拙稿「西大寺光
明真言過去帳の紹介と分析」＜前注（17）＞83頁）。
＊19　追塩＜前注（4）＞264・265頁。
＊20　『鎌倉遺文』32，24593号文書。この舎利
分与について、追塩氏は、東寺と淨住寺との関係
に注目するが（追塩＜前注（4）＞267頁）、東寺舎
利分与権は王権に関わる行為で、東寺よりも朝廷
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との関係による。この点は、橋本初子『中世東寺
と弘法大師信仰』（思文閣出版, 1990）参照。
＊21　覚慧房という人物は、長安寺にもいた（拙
稿「西大寺光明真言過去帳の紹介と分析」＜前注
（17）＞87頁）。しかし、「西大寺光明真言過去帳」
で応永三十年に死去した元空よりも後に記載さ
れている。他方、「授菩薩戒弟子交名」（＜前注
（16）＞79頁）には、京都人の覚恵房空誉がおり、
出身地などから淨住寺の覚慧房は、この空誉かも
しれない。一応、可能性を指摘しておく。
＊22　拙稿「西大寺光明真言過去帳の紹介と分
析」＜前注（17）＞87頁。
＊23　「律苑僧宝伝」『大日本仏教全書　105』（名
著普及会、1979）156頁。
＊24　『極楽律寺史　中世・近世編』極楽律寺、
2003、105頁。
＊25　「西大寺代々長老名」『西大寺関係史料
（一）』（奈良国立文化財研究所、1968）73頁。
＊26　『金沢文庫古文書　十二輯』（金沢文庫、
1958）、20頁。
＊27　拙稿「西大寺光明真言過去帳の紹介と分
析」＜前注（17）＞89頁。
＊28　拙稿「西大寺光明真言過去帳の紹介と分
析」＜前注（17）＞90頁。
＊29　「授菩薩戒弟子交名」の「淨住寺形同沙弥」
に道戒成善房と見える（拙著『日本中世の禅と律』
＜前注（16）＞100頁）。
＊30　『大日本古文書　東寺文書の二　東寺百合
へ』六十八号文書「成就寺光明院料田寄進状案」。
＊31　東山太子堂については、別稿を用意して
いる。
＊32　追塩『中世南都の僧侶と寺院』＜前注（4）＞。
＊33　『京都市の歴史』。
＊34　『京都市の地名』（平凡社、1979）116頁。
＊35　石井進「都市鎌倉における『地獄』の風
景」（『御家人制の研究』、吉川弘文館、一九八一）。
＊36　拙稿「中世都市博多と博多大乗寺」『鎌倉
遺文研究』17，2006。
＊37　相田二郎『古文書と郷土研究』名著出版、
1978。
＊38　細川涼一『中世寺院の風景』新曜社、1997。
＊39　拙著『勧進と破戒の中世史』＜前注（6）＞。
＊40　『大日本史料』六－二十五、633頁。
＊41　本絵図については、『山城名勝志』に紹介さ
れ、その記事を使った追塩氏の研究がある（＜前
注（4）＞261頁）。
＊42　拙著『勧進と破戒の中世史』＜前注（6）＞
参照。
＊43　『増補京都叢書　第３　雍州府志』５ （京
都叢書刊行会、1934）、p137
＊44　「報恩院文書」（『京都浄土宗寺院文書』同
朋舎出版、1980）203頁によれば、「興正菩薩此
舎利を得奉りて、葉室の山をひらき、彼舎利殿を
いとなみ」とあり、舎利殿に納めたとする。しか
し、「報恩院文書」は、淨住寺が衰退後に、当該
の舎利を引き継いだ寺であるのに対して、本文で
あげた史料は、淨住寺僧の史料で、より信頼性が
あり、宝塔に納められたとしておく。
＊45　『鎌倉遺文』32，24593号文書。これにつ
いては追塩＜前注（4）＞267頁参照。
＊46　『東寺百合文書』ケ59－62＜『大日本史料』
六－五、334頁＞。
＊47　この点、追塩氏は、淨住寺の光明真言会開
始時期が早いことから疑問視する（＜前注（4）＞
266頁）。その疑問にも一理あるが、淨住寺の叡
尊教団内での高い寺格を考えると、史料のように、
ひとまず文永期に開始されたと考えておく。
＊48　『救済の思想　叡尊教団と鎌倉新仏教』（角
川書店、1996）54頁。
＊49　淨住寺は元弘三（1333）年四月十一日に
炎上（『大日本史料』六－五、334頁）しており、
正慶二（1332）年の本絵図は、その炎上以前の
姿を描いている。
＊50　『大日本古文書　東寺文書之二』六八号文
書（東京帝国大学史料編纂所、1929）838・839頁。
＊51　『東寺百合文書』ケ59－62＜前注（13）＞。
＊52　応永五年六月三十日に死去した東寺賢俊
の骨が淨住寺に送られている（『大日本史料』七－
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三、336・337頁）。
＊53　細川氏は、光明院を墓所と捉えている。し
かし、骨は骨堂にあたる「道場」に納められてお
り、光明院イコ－ル墓所と、直ちにはいえない。
とくに、光明真言会を行っていたのであり、真言
堂の発展したものと考えられる。また、称名寺絵
図などから、骨を納めた道場は、結界外にあった
と推測される（拙著『中世都市鎌倉の風景』吉川
弘文館、1993、155頁）。なお、葬送と律僧との
関わりについては、大石雅章『日本中世社会と寺
院』（清文堂、2004）も、示唆に富む。
＊54　拙著『中世の都市と非人』法蔵館、1998、
『鎌倉　古寺を歩く』吉川弘文館、2005など参照。
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